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お得な年間パスポート 

定例庭園ガイドツア
ーは土・日曜日 11
時・14 時、英語ガ
イドツアーは土曜日
10 時 30 分より。 

 

か
わ
ら
版 

小
石
川
後
楽
園 

 
ＨＰ「公園へ行こう！」 

 

第１５０号 

待ち遠しいな、真赤な秋 

 

９庭園インスタグラム 

●小石川後楽園用● 

一般:1,200 円 

６５歳以上:６００円 

●都立９庭園用 

一般:4,000 円 

65 歳以上:2,000 円 

【かわら版 149 号 この石どこにある？の答え】 

 前号でご紹介した石は、

白糸の滝前に据えられた飛び

石、丸屋前から、松原に向か

うルートで、一番手前にあり

ます。その流れが千条の白糸

を想わせると、名づけられた 

 「白糸の滝」。これからの季節は、こちらの周辺でも美し

い紅葉をご覧いただけます。 

Ｘ（旧 Twitter）@korakuenGarden 

 

「唐門」でバードウォッチング！ 

 
 熱い、アツイ、本当に暑かった気温も、ようやく落ち

着いてきたような今日このごろです。みなさまは、どんな

秋を迎えられたでしょうか？ 

 文京区立柳町小学校のみなさんが、田植え、案山子(か

かし)作りと、励んでくれた田んぼも、無事に最後の稲刈

りが終わり、園内でも、いよいよ秋が本番です。 

 日暮れが少しずつ早くなり、それを待っていたかのよう

に、夕方になると秋の虫たちの大合唱。こちらも、なかな

かの賑やかさです。 

 青かった実が、徐々に赤味を増して行く姿。梅林が黄色

く変化して行く感じ。園内が真赤になる季節には、まだ少

し早いですが、それでも、いろいろな場所で、深まる秋を

見つけていただけそうです。 

 各所に据えられた長椅子をご利用いただければ、園内で

お弁当も召し上っていただけます。レストラン『びいどろ

茶寮』でも、お弁当メニューをご用意しています。もちろ

んお客さまご自身で、お持込みいただくことも可能です。 

 また、東門の入園券売場横に、新たに飲料の自動販売機

を設置しました。売店『葵屋』同様、よろしくお願いいた

します。 

 気持ちの良い秋の一日、小石川後楽園で、のんびりとお

過ごしください。 

 おかげさまで、「小石川後楽園かわら版」は、今回で

150 号を迎えることができました。これからも、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 都心にありながら、自然豊富な小石川後楽園

の園内では、季節によっては多くの野鳥を観るこ

とができます。 

 今回は“芸術の秋”“文化に親しむ秋”という

ことで、唐門の彫刻に施された三種類の鳥をウォ

ッチングしてみませんか？ 

 
 まずは内庭側、『後楽園』の扁額を守るように

配された二羽は、つがいの“サンコウチョウ(三光

鳥)”。 

 雄のさえずりが「ツキヒホシ(月日星)ホイホイ

ホイ」と聞こえるところから、この名がついたと

いわれます。日本では夏鳥に分類されます。 

 そして、扁額の左右に隠れるように配されてい

るのが、鶴の“タンチョウ(丹頂)”です。 

 天空を優雅に飛ぶ鶴は、別世界から人間界を訪

れる霊鳥として、古来より崇められています。 

 また、亀とともに、長寿でめでたいモノの象徴

とされています。 

  
 そして木曽路側、仲良く配された二羽は“キン

ケイ(金鶏)”です。 

 雄鳥は、赤、緑、黄、青、金色など、美しい羽

色、雌鳥は褐色をし、中国中央部の標高 900～

1,300ｍに生息しています。世界各地に広まり、

日本では、江戸時代から飼育されています。 

 
 彫刻担当、彩色担当、職人たちが技を凝らした

鳥たちの生き生きした姿も、ご覧ください。 

 当園では、『小石川後楽園で文化財に親しむ』

10 月 30 日(月)～11 月５日(日)の期間、涵徳亭

にて「パネル展～唐門復元の軌跡をたどる(彩色

編)～」と題して、彩色にスポットをあてた展示

を行います。色鮮やかな彫刻はどのように完成し

たのか、わかりやすく解説します。また、実際に

使われた下絵も特別に公開します。お楽しみに！ 

 さらに、11 月３日(金・祝)には、１日限定で

唐門の特別開門ほか、催しものを準備していま

す。詳しくは、チラシやホームページでご案内を

しています。 

《稲刈り直後》 

お休み処『びいどろ茶寮』 
 涵徳亭(西門入園券売場前)内のお休み処『びいどろ茶

寮』では、園内の景色を眺めながら、お食事をお楽しみ

いただけます。 

 涵徳亭の各部屋は集会施設としてお貸出しをして、空

いた部屋を使用するため、営業は不定休です。 

 行楽シーズンを迎えるこれからは、通常期に比べお部

屋のお貸出しが増え、営業のない日も多くなります。

『びいどろ茶寮』でのお食事をお楽しみにご来園いただ

く場合は、営業の有無を事前にお問合せいただくか、ホ

ームページでご確認をお願いいたします。 

https://toukyotokouenkyoukai.sharepoint.com/:x:/s/PT261/EVpJfN1VfBFFlyhzqay5o88B0Pxl8FBzZ_VV-fT2W5pcGA

